
日鏡外会誌　第 19巻　第 3号・2014年 5月350

●編集委員（50 音順）

池田 徳彦 大須賀 穣 小澤 壯治 北川 雄光 北野 正剛
近藤 幸尋 坂井 義治 森　 俊幸 山本　 学

　日本内視鏡外科学会は 2013 年に 1,030 名の新入会者を受け入れ，2014 年 3 月には会員総数が 11,156 名
まで増加し成長著しい学会となりました．その会員の目標の一つに技術認定取得があります．
　内視鏡手術手技を学ぶ方法には，トレーニングボックスなどを用いたドライラボを利用する方法，手術
シミュレータを用いたバーチャル・リアリティーを利用する方法，全身麻酔下のブタなどを用いたアニマ
ルラボを利用する方法があります．多くの会員はこれらの方法のいくつかを経験していると思います．最
近，私は第 4 の方法，遺体を用いた手術手技セミナーを受講する機会を得ました．日本外科学会と日本解
剖学会が共同で「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライン」を平成 24 年 4 月に公表し
ており，それに準拠したセミナーでした．
　臨床医学の教育及び研究における遺体使用の目的は，①基本的な医療技術の習得，②基本的な手術手技
や標準手術の習得，③確立した手技ですが，難度が高く，高度な技術を要する手術手技の習得，④新規の
手術手技や医療機器などの研究開発とされています．今回，1991 年に報告された Thiel 法により固定さ
れた遺体を用いて，腹臥位胸腔鏡下食道手術を経験しました．われわれがかつて学生時代に実習をしたホ
ルマリン固定遺体とは異なり，本法では生体に近い柔軟性が保持されており，気胸を併用しつつ胸腔鏡下
の食道切除，リンパ節郭清が可能であり大変驚きました．通常手術を行いながら，縦隔の解剖をより深く
学ぶのには最適なトレーニングモデルと思いました．
　しかし，このトレーニングシステムを運用するのには，献体をしていただいた方，大学関係の方，ガイ
ドライン作成に携わった方，セミナーを企画実施された方をはじめ多くの方々のご協力が不可欠であるこ
とは容易に想像がつきました．したがって現時点では最も貴重で高価なトレーニング方法といえます．
　将来的には内視鏡外科の基本手技はドライラボで，低難度手術はバーチャル・リアリティーで，高難易
度手術はアニマルラボで，さらに高度な内視鏡外科解剖は遺体解剖で習得する．このように目的に応じて
実習方法を選択する段階的トレーニングシステムが普及する可能性があります．
　実習者がご遺体や実習動物に十分な敬意を払い，安全な内視鏡手術を遂行できる外科医となるべく精進
することが求められます．1 人でも多くの技術認定取得者が誕生すれば，内視鏡外科のさらなる発展に繋
がると期待されます．最後になりましたが，本誌がより充実し会員の皆様のお役に立てるよう編集委員と
してお手伝いさせていただきます．

（小澤壯治）
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第 19 巻 ４ 号
『投稿論文特集』

●症例報告
子宮浸潤を伴う直腸癌に対する腹腔鏡下手術において逆行性アプローチを�

用いた 2例 � 片岡宙門・他　函館中央病院産婦人科
CTにて術前診断しえた特発性胆嚢穿孔に対して�

腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した 1例 � 西田久史・他　京都大学医学研究科肝胆膵・移植外科
小児における肺葉外肺分画症に対する胸腔鏡下手術 � 渡辺稔彦・他　国立成育医療研究センター外科
回盲部単純性潰瘍の術後再々発に対し再度腹腔鏡補助下手術を行った�

症例 � 枝川広志・他　徳島赤十字病院消化器外科
診断が困難で腹腔鏡補助下に回盲部切除した退縮性腸間膜炎の 1例 � 小林達則・他　三原赤十字病院外科
完全内臓逆位症患者に対し腹腔鏡補助下幽門側胃切除を施行した 1例 � 平田雄大・他　川崎幸病院外科
根治的放射線化学療法後に胸腔鏡下リンパ節郭清術を行った�

食道癌の 3例 � 小野寺　浩・他　東北大学病院移植再建内視鏡外科
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